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アプリケーションノート

ディジタル家電におけるI2C/SPIバスの評価

特⻑
 アナログ＆ロジック混在多チャネル測定

 シリアルバスのオートセットアップ機能
I2Cでは、設定されたSCLとSDAに対し、レベル、ヒステ
リシスを⾃動的に設定、I2C バス信号の Start( スター
トコンディション ) でトリガをかけます。
SPIバスでは、設定された線式、クロック、データ 1、デー
タ 2およびチップセレクトに対し、レベル、ヒステリシスを⾃
動的に設定、SPI 信号の先頭データでトリガをかけます。

 デコード表⽰＆最⼤300,000データのリスト表⽰
 DLM3000は、UART/I2C/SPI/CAN/CAN FD/

LIN/FlexRay/SENT/CXPIの９種類のシリアルバス
の中から、DLM5000はPSI5を加えた10種類から、最
⼤4系統のシリアルバスの同時解析が可能です。

 ２か所ズーム機能で、ズーム箇所を切り替えることなく
異なる箇所を同時表⽰可能です。

ミックスドシグナルオシロスコープ DLM3000 / DLM5000

形名 最⼤チャネル数

DLM3000 アナログ４または
アナログ３+ロジック８（4chモデル）

DLM5000 アナログ4+ロジック32（4chモデル）
アナログ8+ロジック32（8chモデル）
※2台連結可能（/SYNオプション）
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概要
薄型TVやディジタルカメラのLCDモニター、フラッシュメモリー
カードへの書込みなど、I2CバスやSPIバスで制御ロジックを
組んだ機器において、バスの評価は重要です。
多くのオシロスコープがシリアルバス解析機能を持つようにな
りましたが、その種類や解析機能、使い勝⼿を⼗分に検討
して機種を選定する必要があります。

ポイント
 複数の種類のバスの信号波形観測とプロトコル解析

トリガで捕捉した複数の種類のバスの物理層電圧波形
を表⽰しながら、プロトコル解析結果をリアルタイム表⽰
します。

 シリアルバスのオートセットアップ
解析するバスのビットレートや電圧レベルを設定するの
は⼤変な作業です。DLMシリーズは独⾃のオートセット
アップ機能で、⼊⼒信号を解析し⾃動で設定します。

 確実に信号を捕捉するトリガ
センサー出⼒、バスのID、エラー情報などの組み合わせ
でトリガを指定することもできます。 I2C, SPIの2バス同時解析例

I2C,SPIバス
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アナログ⼊⼒
拡⼤表⽰


